
別紙３－M－１　温熱源設備保全業務　業務内容  

温水ロードヒーティング設備　作業項目一覧

点検項目 点検及び保守内容 備考

1　ﾌﾟﾚｰﾄ式熱交換器

a．基礎・固定部

　ｱ．基礎 　き裂、沈下等の有無を点検する。

　ｲ．架台 　曲がり、さび、損傷等の有無を点検する。

　ｳ．保温材 　脱落、損傷等の有無を点検する。

　ｴ．基礎ﾎﾞﾙﾄ等 　基礎ﾎﾞﾙﾄ、取付けﾎﾞﾙﾄ、固定金具等の緩み、損傷等

の有無を点検する。

　ｵ．配管支持の 　変形の有無を点検する。

状態

b．外観の状況 ①損傷、腐食等の有無を点検する。

②漏れの有無を点検する。

③蓋の取付け状態の良否及びﾎﾞﾙﾄの磨耗、腐食、損傷

　等の有無を点検する。

c．圧力計・水高計 ①正常値を指示していることを確認する。

及び温度計 ②取付け部等の漏れの有無を点検する。

③汚れ及び損傷の有無を点検する。

d．付属管及び弁

　ｱ．逃し管 ①漏れ、汚れ、損傷、腐食等の有無を点検する。

②保温材の脱落、損傷等の有無を点検する。

　ｲ．その他の管 　漏れ、損傷、腐食等の有無を点検する。

　ｳ．安全弁又は ①取付けﾎﾞﾙﾄの緩みを点検する。

逃し弁 ②漏れの有無を点検する。

③ﾃｽﾄﾚﾊﾞｰのあるものは、作動ﾃｽﾄをする。

　ｴ．その他の弁 　漏れ、損傷等の有無及び作動の良否を点検する。

2　密閉式膨張ﾀﾝｸ

a．基礎・固定部

　ｱ．基礎 　き裂、沈下等の有無を点検する。

　ｲ．架台 　曲がり、さび、損傷等の有無を点検する。

　ｳ．保温材 　脱落、損傷等の有無を点検する。

　ｴ．基礎ﾎﾞﾙﾄ等 　基礎ﾎﾞﾙﾄ、取付けﾎﾞﾙﾄ、固定金具等の緩み、損傷等

の有無を点検する。

　ｵ．配管支持の 　変形の有無を点検する。

状態

b．外観の状況 ①損傷、腐食等の有無を点検する。

②漏れの有無を点検する。

③蓋の取付け状態の良否及びﾎﾞﾙﾄの磨耗、腐食、損傷

　等の有無を点検する。

3　電動三方弁 　運転側・漏水・据付状態及び作動の良否の確認を行う。
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4　温水関係 　不凍液の濃度（50%以上）を測定する。規定値以下であ

れば補充する。

　動作・据付状態の確認及び清掃を行う。

（路面制御装置・

降雪制御装置）

6　循環ﾎﾟﾝﾌﾟ関係（1 ※白石区複合庁舎のみ

次側、2次側）

a　動作 　動作に異常がないか確認する。

b　運転電流値 　運転電流値を測定する。

　絶縁測定を行い、異常の有無を確認する。

d　振動・水漏れ 　振動・水漏れがないか確認する。

e　ﾒｶﾆｶﾙｼｰﾙ 　ﾒｶﾆｶﾙｼｰﾙの交換を行う。

7　路面関係 ※清田区総合庁舎のみ

a．地下ﾋﾟｯﾄ内（ﾍｯ 　路面布設ﾊﾟｲﾌﾟの加圧試験を行う。（10Kg/cm 2、1分間

ﾀﾞｰ） 保持）

ｂ．ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装及 　ひび割れ、段差、不陸、陥没等の有無を点検する。

びｺﾝｸﾘｰﾄ舗装

c．ｺﾝｸﾘｰﾄ平板舗 　ひび割れ、欠け、不陸、あばれ、がたつき及び陥没の

装、ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝ 有無を点検する。

ｸﾞﾌﾞﾛｯｸ舗装、

縁石及び視覚

障害者誘導用

5　制御装置関係

c　絶縁

ﾌﾞﾛｯｸ等
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GHPエアコン　エンジン部点検項目表

点検項目 良・否

起動確認

スターター状態確認

冷却水量（漏れ）確認

オイル量（漏れ）確認

異音、新道確認

ガス漏れ調査

データ採取
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第○回点検報告書

施設名 所在地

確認者 点検日 点検者 　　　　　　　印

点  検  項  目 判　　　断　　　基　　　準 判定 損  傷  内  容  等

 滅　菌　機  薬液漏れがない  

 薬液注入状況が適正である

 ヘッド部に異常がない

 サクションホースに変形、破損や劣化等がない

 パックナットに変形、破損や劣化等がない

 チャッキ部バルブシートに消耗がない

 チャッキ部ボールシートに消耗がない

 エア抜きオーリングに異常がない

 ダイアフラムに消耗等がない

 ギアオイルの量が適切である

 オイルシール部からのオイル漏れ、磨耗、損傷等がない

 ボデーダイヤフラムに磨耗等がない

 アジャストハンドルの動作が適切である

 ギヤー部に異常音等がない

 モーターに異常音等がない

 薬液注入弁の動作が適切である

 薬　液　槽  薬液槽内外面に汚れがない

 フィッテング部からの液漏れがない

 フィッテング部取付ネジに緩み、腐食等がない

 汚損、腐食、損傷等がない

 レベルゲージの表示が適正である

 低液位検出器の動作が適正である

制  盤　　内  運転電流が定格以下である

御  運転時の電圧変動が規定値内である

盤

(判定マーク)  ○：異常なし，△：要注意，×：異常あり，－：該当箇所なし

 本体に塗装剥離、腐食、損傷等がな

 入力、出力信号が適正である

　　印
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点  検  項  目 判　　　断　　　基　　　準 判定 損  傷  内  容  等

 盤　　内  漏電及びノーヒューズブレーカーの動作が正常である  

 シーケンスの動作が正常である

制  スイッチの動作が正常である

 リレー接点、マグネット接点に異常がない

 サーマル設定値が適正である

御
 各ネジ部に緩み、腐食等がない

 調　節　計  電流、電圧が正常である

 メーターゼロ値、スパン値の確認

盤  上限、下限動作が適正である

 端子部の取り付けが正常である

 目標設定値を確認する

 記　録　計  電流、電圧が正常である

残

 ヒューズの状態を確認する

留  ゼロ値、スパン値を確認する

 インクの残量を確認する

塩  記録紙の送り速度が適正である

 端子部の取り付けが正常である

素  指　示　計  電流、電圧が正常である

 ゼロ値、スパン値を確認する

モ  回転電極の磨耗がない

 ガラスビーズの磨耗がない

ニ  測定槽に異常がない

 指示計が適切に表示されている

タ  端子部の取り付けが正常である

 ベアリング部に異音、磨耗、破損がない

 カバーが適切に清掃されている

(判定マーク)  ○：異常なし，△：要注意，×：異常あり，－：該当箇所なし

 ランプヒューズが正常である

 機器の取り付けが正常である

 入力、出力信号が適正である

 入力、出力信号が適正である
















